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別子銅山の歴史と山を拓き支えた人々 
――別子銅山記念館訪問の記録から―― 
 
樋口 博美 
 
はじめに 
 
2013 年 2 月 24 日、専修大学社会科学研究所の愛媛・徳島実態調査の最初の訪問先は「別子
銅山記念館」であった。別子銅山記念館は、別子銅山から住友のさまざまな事業が派生したこ
との意義を後世に伝えるために閉山から 2 年後の昭和 50 年に建設された。そこで私たちは田尾
邦雄館長の案内によって館内展示の説明を受けた。別子銅山から始まった企業といえば、住友
金属鉱山はもちろんのこと、住友重機械工業、住友林業、住友化学、住友共同電力などがある。
記念館の展示と説明は、別子銅山の開坑から閉山までの経緯と歴史のみならず、現在の住友グ
ループ企業群の原点とその歴史を紐解くものでもあった。 
館内は坑道をイメージしてつくられたというだけあって、見学コースは下へ下へと向かって
進むように造られており、展示は５つのコーナーに分かれていた。住友銅事業の始まりを紹介
する「泉屋コーナー」、大露頭の発見・開坑から閉山までの別子銅山経営について紹介された「歴
史コーナー」、別子銅山の地質や鉱床が紹介された「地質・鉱床コーナー」、山内作業や風俗、
行事などが紹介された「生活・風俗コーナー」、採鉱法や支柱法、多種多様な器具が紹介された
「技術コーナー」である。 
特に本記録は、別子銅山と住友の歴史に関わる「泉屋」および「歴史」のコーナーと、その
歴史を現場で支えた人々に着目した「生活・風俗」コーナーを取り上げ、田尾館長のお話の内
容を、住友金属鉱山株式会社住友別子鉱山史編集委員会編集『住友別子鉱山史』［上巻］・［下巻］・
［別巻］と、住友金属鉱山株式会社発行『別子三〇〇年の歩み 明治以降を中心として』によって
補足する形で別子銅山の「近代化」を中心に構成・執筆したものである。 
 
１．住友の家祖と業祖 
 
 住友家の家祖、住友政友（1585-1652）は文殊院空禅の法号を持つ僧侶であった。後に「人助
け」を行うことを目的に薬種と書物を扱う商家・住友家を興した人物である。政友は商家の心
構えを記した『文殊院旨意書』を表し、「商いごとは全てにおいて誠心誠意である」という事業
精神を残した。これが後の「住友家法」に受け継がれ、現在でも住友企業精神の根幹となって
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いるという。 
そして、住友銅事業の業祖となったのは、僧侶・住友政友の門弟であり、また政友の姉の夫
となった蘇我理右衛門（1590-1636）であった。大坂生まれの蘇我理右衛門は「泉屋」の屋号で
京都で銅吹き（銅精錬）と銅細工を開業し、これが後の住友銅事業の始まりにむすびつく。19
歳で京都へ出た理右衛門は、南蛮人から銅精錬の原理を学ぶと、独自に研究・開発を行い、日
本で初めて「南蛮吹き」という銅の中の銀を取り出す方法を完成させた。この技術は、粗銅に
鉛を加え、精製の工程で金銀を鉛に含ませて取り出し、金銀（金は微量であるので、実際は銀）
と銅を分離するものである。これが開発される前は、銅が金銀を含んだまま輸出され、その分
だけ利益を失っていたことになり、現在であれば「特許もの」の開発であったという。理右衛
門は全国から集めた粗銅から精銅を作り、この技術で大きな利益を上げて事業の基礎を固め、
銅貿易や銅鉱業にも進出した。さらに理右衛門は、これを大坂の同業者に普及させたことでも
知られている。 
のちに蘇我理右衛門の長子・友以が、住友政友の婿養子となったことから泉屋と住友が結び
つくことになる。住友家二代目友以は、のちに実家の泉屋の屋号を取り入れ、事業の本拠を大
坂に移して銅吹屋として出発した。大坂鰻谷に設けられた銅吹所は江戸時代を通じて日本の銅
精錬事業の中心となったのである。さらにのちに住友本家の事業と蘇我家の事業が、住友一族
の事業として一元化されていった。 
 
２．別子銅山の発見とその展開 
 
次頁の図 1 は別子銅山の全体を断面図として表したものである。別子の歴史を語る上で主要
な場所（地名）を示したので、２．と３．ではこれを参照しつつ記述していく。ちなみに、図
中の筏津から惣開まで距離にして 20km、惣開から四阪島まで 20km であり、距離、そして標高、
また地名の位置関係についてもそのおおよそを図示したものであり、正確な縮尺図ではないこ
とを断っておく。 
 
（１）露頭の発見と歓喜坑 
四国赤石山系の中に標高 1,294m の銅山峰（図１参照）がある。別子銅山の歴史は、阿波生
まれの鉱夫、切上り長兵衛が元禄３（1690）年、この銅山峰の南側に露頭（鉱床が地表に露出
している部分）を見つけたことに始まる。しかし、その場所は幕府の採掘許可を必要とする天
領であったため、許可願いを提出、翌年元禄４年５月９日に採掘許可が下りた。住友家四代目
友芳が当主の時のことである。同じ頃、別子銅山には、住友のほかにも（しかも住友よりも早
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く）採掘を願い出ていた者があった。しかし、幕府は、当時すでに山形の幸生鉱山と岡山の吉
岡鉱山を手がけていて、鉱山の稼行と経営には実績があり、資力も十分と考えられた住友に許
可を与えたのである。銅は当時、海外貿易輸出品の筆頭となっており、その増産は幕府の重要
な政策課題となっていた。したがって、幕府は別子の鉱山経営を成功させる必要に迫られてい
たのであり、このことが別子稼行の請負に経験のある住友が選ばれた理由であったといわれて
いる。 
採掘許可が下りると住友ではただちに諸準備が進められ、同年 9 月標高 1,200m の地点から
採掘が始まり、翌月からは製錬も始まった。別子銅山の鉱床は世界でも希にみる大鉱床で、銅
山峰山頂付近から一枚板のような鉱床が下方に向かって延びていた。最初に発見された露頭の
下に掘られた坑口は「歓喜坑」（図１参照）と名付けられており、当時の発見の喜びの大きさが
伝わってくる名前である。「歓喜坑」とその隣にある「歓東坑」は、別子銅山創業時からのもの
であり、江戸時代を通じて鉱夫の入坑、鉱石の運び出しが行われたところである。 
 
（２）永代稼行実現と立川鉱山併合 
元禄 14（1701）年、国内生産が思うように進まない産銅事業の円滑化を図りたい幕府と別子
銅山事業拡大を図りたい住友家の思惑とが一致して、住友の永代稼行が認可される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１：別子銅山全体断面図 
出所：新居浜市役所別子銅山文化遺産課作成の図に筆者加筆 
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住友の別子稼行では、１．幕府の命令を受けた西条藩から立川経由新居浜道の使用・開設の
許可が下り、それまで天満浦経由で 35 キロだった山道輸送が 16 キロに短縮され、中継所とし
て立川に中宿（図１参照）が、分店として新居浜（図１参照）に口屋が設けられた［住友金属
鉱山株式会社住友別子鉱山史編集委員会（以下、住友と記す）1991a：174］。また、２．別子山
に続く一柳家領の雑木が入手可能となり製錬燃料が確保された。さらに、３．幕府への年貢米
を市価よりも安く払い下げる（産銅奨励のための）「安値買請」が認められたのを機に、鉱山用
の食糧米を市価よりも安く供給する「安米制度」を設けて鉱夫たちの生活の安定につなげるこ
とに成功した。 
こうして長期的展望にもとづく別子銅山の永代稼行が実現するのだが、この時住友は、西条
藩領の立川側への水抜工事と、西条藩所有の立川鉱山の稼行についても幕府へ申し入れをして
おり、西条藩でも稼行の傾く立川鉱山の請負を住友に要請していた。ところが、幕府は領主の
異なる隣接鉱山を同じところが請け負えば産銅の所属があいまいになり、税金にも影響すると
して長らくこれを認めなかった。しかし、その後立川鉱山は西条藩領から幕府領に移され、鉱
山が赤字になるに至った宝暦 12（1762）年、幕府はようやく立川鉱山と別子銅山との併合を認
めたのである。 
 
３．別子の近代化と困難 
 
（１）別子の接収と売却の危機 
 近代化前後の別子銅山経営は銅山接収の危機や、別子売却案の浮上等さまざまな試練に見舞
われた［住友金属鉱山株式会社（以下、住友と記す）1991d：14-18］。そして、これに立ち向かっ
たのが慶応元（1865）年に 38 歳で別子銅山の初代支配人となった広瀬宰平（1828～1914／1877
年に住友本店初代総理事）であった。銅山の近代化を推進した人物でもあり、のちに大阪財界
の中心となり「東の渋沢、西の広瀬」と呼ばれた人物である［住友 1991a：289］。 
幕末の動乱期には、別子の銅山経営を支えてきた既述の「買請米」別子割り当て分が一部停
止され、さらに追い打ちをかけるように一切停止の旨が通達された。この時、広瀬は江戸へ下っ
て買請米の復活を嘆願し、伊予米分のみの支給が許されている。しかし、その値段は市価並と
なり、労働者に対する米の支給は従来のようにはいかなくなり、それが内部の騒動を起こす原
因ともなった。 
また、幕末の買請米の問題が一段落する間もなく、維新の際に幕府領であった別子銅山は、
新居浜の米蔵とともに、朝廷側についた土佐藩から差し押さえられ、幕府の銅が収められてい
た大坂本店の蔵は薩摩藩によって封印された。これら別子接収の危機に際しても広瀬はただち
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に土佐藩に接近し、その所有権を主張、別子銅山の稼行権を新政府に認めさせ、確保している
［住友 1991a：291-298］。広瀬は、別子銅山を接収しようとした新政府に対し、別子は幕府領
の鉱山ではあるが、幕府の直営でなく、住友の自前の稼行であることを強調し、別子のこれま
での国益への寄与と、「銅山経営を経験のない者に任せると、利益なく国家の大損失となる」と
して別子の差し押さえが国益にかなうかどうかを論じ、経営を引き続き住友に任せるよう説得
したという［住友 1991a：298-300］。結果、新政府下における住友の請負稼行、業務継続が認
められている。 
さらに、広瀬自らが新政府に対して稼行継続を求めている間に、財政難で経営の傾いた住友
内部では、一部の重役たちから「別子を 10 万円で売却すべし」とする売却案が浮上する。しか
し、広瀬はこれに対しても断固反対し、その危機を救った［住友 1991a：297］。 
その後も広瀬は、別子に仏人鉱山技師ラロックを招いて雇い入れ、新技術導入などで銅山経
営の近代化を実現させ、銅山を中心とした住友の基盤を再確立、発展させていく。明治 10（1877）
年には住友家十二代目友親によって「商法上一切の事務を総轄して、数多雇人を統御する」権
限をもつ総理代人に指名され、これにより広瀬は住友家の経営権限を掌握し、家政改革も行っ
ている［住友 1991a：363］。明治 15 年には 19 巻 196 条に及ぶ家法を制定し、別子を「万世不
朽の財本」として位置づけ、同時に「我営業は確実を旨とし」、「いやしくも浮利（目先の利益）
に走り、軽進すべからざる事」を定めた。これはその後も住友事業精神として受け継がれてい
る。 
 
（２）鉱山開発の近代化――坑道の開削と採鉱・製錬拠点の移行 
広瀬の主導によって始まった明治以降の別子鉱山の近代化は、先の仏人技師ラロックの作成
した「目論見書」を指針として基盤の整備・開発が始まった。 
明治 19（1886）年、銅山峰南側別子山中の東延地区にある代々坑（図１の「南口」）から北
側の角石原を連絡する第一通洞が完成する。ここには牛車軌道が敷設されて山越え運搬の不便
を解消し、支坑道と連絡して採鉱能率が向上した［住友 1991d：23］。また、明治 22 年に開削
された第二通洞は、予想以上の大量湧水が出たことから間もなく作業中止となったが、工期 19
年をかけて明治 28 年に完成した東延斜坑（図 1 参照）は、輸送・通気・排水機能を高めて採鉱
法を革新させ、別子鉱山近代化のはしりといわれた［住友 1991d：20-22］。明治 35 年には東延
―東平間を結ぶ第三通洞が開通し、かご電車（写真 1）と呼ばれる人車連結の坑内電車を走ら
せ、その後も長く人々の生活を支えている。 
これら坑道の開削、それによる排水機能と採鉱法の向上、運搬道の整備（＝輸送能力の向上）
に加えて火力発電所や水力発電所の建設による動力の電力化が進められた結果、鉱山の出鉱量
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は年ごとに増加、明治 42（1909）年には明治 35 年の出鉱量の二倍を超える約 22 万トンに達し
た［住友 1991d：38-44］。大正 4（1916）年には、端出場への輸送路となった第四通洞（図 1
参照）、その第四通洞と第三通洞を縦に結ぶ大立坑が完成し、これを期に、元禄 4 年以来、銅山
峰南側別子山中の東延にあった採掘本部が、北側中腹の東平へ移動すると（写真 2）、大正末期
には明治末期の出鉱量の倍となる 40 万トン台の大量出鉱時代を迎えた。さらに、昭和 5（1930）
年には採掘本部は東平からさらに裾野の端出場（図 1 参照）へと移動した［住友 1991d：59-64］
（※現在、東平と端出場は、別子銅山の産業遺産を活かしたテーマパーク「別子マイントピア」
となっている）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2：大正時代の東平採鉱本部  
出所：東平記念館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1：かご電車に乗る 
出所：東平記念館 
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後にも記すが、輸送路は図 2 に示されているように、人が粗銅を担いで歩いた運搬道である
「中持道」に代わって、明治 13（1880）年に「牛車道」が付けられ、さらに牛車道に代わって
明治26年には角石原―石ヶ山丈間の上部鉄道（5.532㎞）、石ヶ山丈―端出場間の高架索道（1.585
㎞）、端出場―惣開間の下部鉄道（10.461 ㎞）が敷設された。上部鉄道は明治 44 年に廃止とな
るが、下部鉄道は銅山の閉山まで輸送の大動脈となった［住友 1991a：430］。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２：別子鉱山運搬経路図 
出所：『住友別子鉱山史［上巻］』431 頁 
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一方、製錬は、別子開坑以来、別子山中で粗銅生産までを行い、大坂鰻谷で丁銅（精銅）に
仕上げていたが、明治 2（1869）年、中継地点の立川中宿での丁銅生産が始まり、別子銅山で
の一貫生産が実現する。明治 12 年に別子山中の東延に近い高橋地区に溶鉱炉が築かれ、製錬時
間が短く、生産効率のよい洋式製錬が開始されたが失敗に終わり、山の上では和式製錬を中心
とした粗銅生産が続けられた。明治 17 年に新居浜・惣開に新たに造られた洋式製錬設備によっ
て、のちに丁銅に代わる KS 銅（粗銅を精製して最終製品の形にした銅）がつくられるように
なると（明治 24 年）［住友 1991d：25-26］、立川中宿での和式精銅設備は廃止され、別子の製
錬は、焼鉱から粗銅生産までの作業を別子山中の高橋で、焼鉱から精銅生産までの作業を新居
浜で行うことになった［住友 1991d：31-32］。こうして製錬所が別子山中、山麓の立川、山根
（採算がとれずすぐに閉鎖）さらに臨海の新居浜へと平野部へ整備・拡大されるにつれて、製
錬処理量も増加していく。産銅量は明治 30 年には明治初年の約 6 倍に当たる 3,500 トンを産出
するまでになった。 
以上のように、採鉱と製錬は鉱山開発の近代化に伴って別子山中から平野部へと移動してき
たわけだが、明治 32（1899）年にはまだ別子山中が採鉱と製錬（粗銅）生産の中心であり、事
業本部もここにあった。これを一変させたのが同年８月に起きた台風による大水害である。暴
風雨によって引き起こされた大山津波では 122 戸が流され、512 人が死亡、うち 271 名が行方
不明という大災害となった。事務所、作業場、倉庫といった施設も一瞬のうちに流失した。こ
の緊急事態を受けて、すぐに採鉱を除く全ての製錬作業とその施設が新居浜製錬所に統合され、
さらに鉱業所の本部も新居浜に移転した。別子鉱業所は別子出張所となり、新居浜が別子事業
の中枢となるのである［住友 1991d：29-31］。 
 
（３）煙害問題とその対策――四阪島での操業 
しかし、採鉱拠点と製錬所が山中、山麓から平野部に移行するにつれ、そして試験操業の少
量処理の段階から本格操業の大量処理へと進むにつれ、煙害問題が拡がり始める。それまで別
子の鉱山問題は、抗水を原因とする河川流域の農作物被害が主なもので、幕府による租税減免
か、鉱山側による損害賠償によって解決されてきた。新居浜製錬所の煙害が表面化するのは明
治 26（1893）年であり、現在の新居浜市内にあった四村の農民たちが稲や農作物の被害を愛媛
県に訴えたことに始まる。新居浜村では新居浜分店に被害原因の調査が求められ、さらに製錬
事業の停止や製錬所の移転までも求められている。明治 27 年には農民による暴動も起きており、
農民たちはその後も鉱煙だけでなく、煙塵被害についても訴え、除外設備の設置や製錬所の移
転を強く求めたのである。 
先の広瀬宰平は、これらに対してインフラから整えて製錬所を新しく造るのは金銭的に無理
－ 26 － 
があるとして「補償で解決せよ」としたが、広瀬引退後に別子銅山支配人となった広瀬の甥・
伊庭貞剛（1847～1926／1900 年に住友本店二代目総理事）は、それでは根本的な解決にはなら
ないとして、関係官庁や技術者たちから話を聞きながら打開策を打ち出した。それが瀬戸内海
上にある四阪島（図 1 参照）への製錬所の移転であり、明治 30（1897）年着手、明治 38 年操
業開始にこぎつけた［住友 1991d：31-36］。 
伊庭貞剛の功績は大きく２つあるが、一つは、この煙害問題に対する取り組みであり、「自分
だけが儲けさえすればよいという考えではない」という住友の姿勢と理念を世間に知らしめた
ことである。現在でも住友では伊庭を「企業の社会的責任の先駆者」と考えているし、当時足
尾銅山問題に取り組んでいた田中正造はこれを「住友ことわり人情のまち」と評価している。
もう一つの功績は、はげ山になった別子銅山に緑を戻そうと年間 100 万本、多い年には 250 万
本もの植林事業を行い、報恩植林の考えを示したことである。この事業がもとになって明治 31
（1898）年に設置された別子鉱山・山林課は、現在の住友林業の前身となっている。 
しかし、四阪島への移転後も煙害問題は収束せず、新たな農業被害を引き起こした。調査の
結果、製錬所から排出される亜硫酸ガス煙が今度は島の対岸風下方向にある（新居浜から西方
向の）越智郡・周桑郡周辺に達して煙害を引き起こしていることが明らかになった。明治 32
（1899）年に別子支配人となった鈴木馬左也（1861～1922／1904 年に住友本店三代目総理事）
は、伊庭貞剛の別子大造林計画を継承した人物でもあるが、農工並進を目指して煙害の根本解
決を宣言、大正 2（1913）年には煙害問題解決のひとつとして、亜硫酸ガスから硫酸を製造し、
過リン酸などの肥料を製造する住友肥料製造所を新居浜（惣開）（図 1 参照）に設立した（大正
4 年操業開始）。これがのちの住友化学の前身である。その後も鈴木の意志は受け継がれ、亜硫
酸ガスの根絶と煙害除去を目指した研究が進められる［住友 1991d：89-94］。そして昭和 14（1939）
年、アンモニアを利用して亜硫酸をゼロにする中和工場が建設されることによって煙害問題は
ようやく解決へ至ったのである［住友 1991d：164-165］。 
 
（４）新居浜の新たなる都市計画 
 「別子にいつまでも鉱石が出てくるわけではない」ことを直視し、たとえ銅山がなくなった
後も町が栄え、新居浜が廃れぬよう「別子銅山の末期において、これに代わるべき事業を興す」
ことを決断し、新居浜の都市計画を立てて実行したのが当時の別子支配人鷲尾勘解治（1881～
1981／1927 年に別子鉱山最高責任者）であった［住友 1991b：170-171］。彼がまず目指したの
は、１．化学工業の拡大である。先の大正 4（1915）年に操業を開始した住友肥料製造所は、
大正 14（1925）年の株式会社組織への変更を経て、さらに昭和 9（1934）年には住友化学工業
と社名を変更、化学工業を拡大することによって、近代化学工業への発展を図っていく。しか
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し鷲尾は、化学工業だけではなく、新居浜の後栄のために、２．機械工業を興すこと、つまり
さらにいくつかの事業を残すべきだとして、別子鉱山機械部門を機械製作事業として育成する
ことを提唱した。これをのちの住友重機械工業（昭和 44 年）の母体となる「新居浜製作所」と
して独立させ、採算制の下に昭和 3（1928）年に新事業として育成することを決めた。そして、
新しい事業の展開と拡張のために、大型船舶が出入りできるように３．港湾を整備し、同時に
４．埋め立てを行って工業用地を造成、工場を誘致すべきとした。さらには、５．新居浜の町
の道路整備の必要を説き、実際の建設に際しては住友別子鉱山が用地買収費用全額を負担し、
無償で工事を請け負っている［住友 1991d：128-136］。 
別子鉱山の鉱石品位が低下し、昭和恐慌のただ中において、１～５の住友の計画に対しては、
当時内外からの強い批判があった。しかし、現在の四国工業都市新居浜の発展はこのときの鷲
尾の決断があってのことであるといわれている。 
 
３．山の仕事と生活 
 
ここまで、近代化を中心とした別子銅山の歴史について、要所において道を拓いた人々を取
り上げながら見てきた。しかしまた、実際に山の現場を支えて拓いてきたのは、山内での採掘、
製錬、運搬を始めとする多様な作業にたずさわった多くの労働者たちであった。 
見学の最後の展示コーナーに展示されていた労働者の坑内作業服の色は白であった。その理
由として、坑内が暗いので「安全のため」というものと、もう一つ、坑内は危険でいつ命を落
とすか分からないので「万が一の時のことを考えて」というものがあったという。山の仕事と、
そして生活はそれだけ危険の伴うものであったことを物語っている。ここでは彼らの仕事と生
活について記述する。 
 
（１）山の人口と仕事 
別子銅山には、その稼行の当初から、多くの人々が山内に暮らした。記録では正徳から宝暦
年間（1711～1764 年）には 3,000 人ほどの人口があったとされており、同じ頃の隣の立川銅山
には 1,500 人前後の人口があったという。享保 6 年の今治の人口が 4,800 人、川之江が 3,955
人だったことからすると、銅山には当時の都市に匹敵するほどの人口があったことがわかる［住
友 1991a：119］。さらに幕末期の文化元（1804）年から慶応 2（1866）年の総人口推移も（不況
による離山で増減はあるものの）3,200～3,800 人で推移している。 
銅山に関わる人々の職種としては、職員にあたる「山師
や ま し
家内
か な い
」と労働者にあたる「稼 人
かせぎにん
（下財
げ ざ い
とも呼ばれる）」の大きく二つに分けられる。 
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山師家内は、銅山運営に従事した人的組織である。「手代」（のちの正職員）とこれを補助す
る「仲間・小者」（のちの準職員）に分けられており、泉屋（のち大坂本店）の奉公人としてそ
のキャリアを開始する。手代は、頂点の支配人から元締、役頭、本役、帳場、新元服、前髪、
子供の地位に分かれて諸務分担を行っていた［住友 1991a：32, 166］。彼らの給料は江戸期から
6 ヶ月に一度の半期制で、手代には地位に応じた給料と役料が（別子では給与額に応じた給米
も）支給され、決まった地位のない仲間・小者には年齢や職務内容に応じて支給されていた［住
友 1991a：263］。明治 6（1873）年には全ての職員に等級・月給制が採用されて組織の合理化と
雇用の近代化が行われる［住友 1991a：333-336］。 
鉱夫として、労働者として現業に従事した稼人には、ある程度の期間、銅山に居住して働く
者と付近の村から出稼ぎに来る寄人
よりうど
がいた［住友 1991a：166］。そして、作業内容もさまざま
に分業化されていた。鋪普請・採鉱に関わるものとしては、稼人を統率する山留（鉱夫頭）の
もとに堀子（採鉱夫）や得歩引（補助作業）、水引（排水作業）、鍛冶（道具供給）がおり、選
鉱・製錬に関わるものとしては、吹大工、鞴差、鉑持（鉑とは、別子銅山産出の鉱石のこと。
鉑持は鉑運搬作業）、砕女
か な め
（選鉱作業）がいた。さらに資材に関係する木伐・炭焼がおり、この
他、山内道橋の普請を行う日用、銅などの運搬を行う中持
なかもち
、などが主な仕事役割とその名称で
ある［住友 1991a：29-31］。特に、中持は山の中から粗銅を運び出す役割を担い、粗銅を中継
地点の立川中宿まで運び、戻り道では米や生活日用品を山へ運び上げた。最低でも女性で 30
キロ、男性では 45 キロ（男性は時に 90 キロくらいになることもあったという）の荷を背負っ
て運搬道を歩いた。先にも述べたが、彼らが歩いた「中持道」に代わって「牛車道」が完成す
るまでその仕事は続く（図 2 参照）。女性は坑内作業が禁止されていたので、主に砕女やこの中
持の仕事を行っていた［住友 1991a：167］。稼人の仕事は請負制であったことから、通常、賃
金は出来高払いや生産物の買い上げという形で行われたが、一部で山留のような熟練を要する
職人に対しては、一ヶ月単位での給与が支給されていた［住友 1991a：168］。 
基本的に、鉱山の稼人は渡り職人としての性格を持つため、有利な稼ぎ場所を求めて移動す
るのが当たり前であったが、別子のような大規模鉱山が長年稼働すると、その鉱山には精通し
た稼人が必要不可欠になってくる。また、当の鉱山での生活の安定が得られれば、稼人は長年
にわたって働き、親子代々で住みつくようになる。こうして、人口と生産が安定するだけでな
く、“山留”の子どもが“手代”になるなど職種を越えた鉱山社会が成立していく［住友 1991a：
121］。特に別子銅山は、住友家による一手稼行であったため、稼人のほとんどが数世代にわたっ
て下財小屋（社宅に当たるもの）に住み込み、安定した生活を築くことができたのであり、そ
れは山の技術伝達という観点からしても都合のよいことであった。 
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（２）近代化と山のくらし 
２．で見てきた採鉱・製錬拠点の移動とともに、人々の暮らしの拠点も拡大、移動していく
ことになる。明治 32 年の大水害の直前が旧別子（別子山中）の絶頂期ともいわれており、採鉱・
選鉱・製錬・精製などにたずさわる鉱山就業者は、東延と角石原（つまり銅山峰の南北）を合
わせて 2,200～2,300 人、その家族を加えると山中にはおよそ 10,000 人が居住していた。当時、
愛媛県最大都市の松山が人口 30,000 人だったというから、その規模がどれほどのものであった
のか、またその活気や賑やかさは想像に難くない。そして、鉱山技術の近代化は、そのまま人々
の生活の近代化を意味しており、彼らのために山の中では生活にかかわる様々なことが整備さ
れていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真 3：おとうさんたちの朝（昭和 30 年代） 写真 4：働くおかあさん（昭和 30 年代） 
 出所：東平記念館 出所：東平記念館 
 
まずは学校である。明治 6（1869）年に別子山中の中心地であった目出度町に住友私立足谷
小学校が開校されると（男子 32 名、女子 5 名）、さらなる人口と子どもの増加に伴って明治 19
（1886）年には同じく別子山中の小足谷に私立小足谷小学校が創設され（男子 28 名、女子 22
名）、明治 22（1889）年には校舎新築に伴い高等科が設置された［住友 1991a：337］。これらは
明治 27 年に合併して私立別子尋常高等小学校となるが、その後も採鉱拠点と製錬所の移動にと
もなって、明治 33 年に新居浜の惣開に、明治 34 年に四阪島に、明治 39 年には次期採掘本部と
なる東平に、大正 6（1917）年にはさらに次の採掘本部となる端出場に、私立の尋常小学校が
開校されて多くの従業者子弟への教育が行われた［住友 1991b：114］。ときには収容生徒数は
300 人を数えたという。 
 病院に関しても、別子の近代化につれて本格的な病院が必要となり、幕末までの診療所「医
館」に代わって明治 16（1883）年に私立病院が目出度町に設置された。明治 32 年の別子鉱業
－ 30 － 
所の新居浜への移転にともなって同地に住友病院が開設されると、こちらが本院となり、別子
山の病院は出張所となった［住友 1991a：337-338］。明治 38 年には東平、四阪島に、大正 6 年
には端出場に、と採鉱拠点と製錬所の拡大と移動に合わせて病院の出張所も開設された［住友
1991b：115］。 
社宅は、東平、端出場、そして四阪島に設けられて貸与された。社宅所在地には浴場があり、
本人、家族は無料であった［住友 1991b：115］。 
そして、日々厳しい労働をこなす人々にとって何よりの楽しみであったであろう娯楽を提供
する施設として、明治 22（1889）年に小足谷劇場が造られた。2,000 人の収容を可能とする劇
場で、毎年 5 月の山神祭には、京都から歌舞伎座一座などが来て上演をした。また、その後、
東平や四阪島にも 2,000 人規模の娯楽場が設けられ、随時映画上映や講演会などが行われてい
た［住友 1991b：116］。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 5：買い物するお母さん（昭和 30 年代） 
出所：東平記念館 
 
日常のくらしをかいま見ることのできる写真 5 では、坂の途中で行商人が布地を販売してい
る。大阪との往来があったことから生活用品は質の良いものが比較的安く手に入ったという。
山内の販売所ではほとんどの日用品がほぼ原価に等しい価格で購入できた［住友 1991b：115］。
また、人々の日々の仕事と生活に欠かせない米の安定と供給を可能にしてきたのが、既述の米
の「買請制度」であった。江戸時代に始まり、明治維新では危機的な状況に見舞われたものの、
米の買い受け制度は安定した食糧供給、そして安定した労働力供給へと結びつき、明治、大正、
昭和まで別子銅山を支えたのである［住友 1991b：111-112］。 
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この他、人々の日常の楽しみの一つに酒があった。別子山中にある小足谷には醸造所があり、
そこでは「銅山正宗」銘柄（通称、鬼ごろし）の酒が年間 100 万リットル（一升瓶 5 万 6 千本
分）生産されていたという。ちなみに、この醸造所を提案したのは先に登場した広瀬宰平であっ
た。広瀬は近江国の医者の次男として生まれたが、別子銅山勤務だった叔父の養子になったこ
とから銅山に居住することになり、11 歳から別子銅山の現場で働いた。ゆえに非常に厳しい「現
場主義」の支配人であったが、反面「山の仕事などなんの楽しみもない」ことを自らの現場経
験でよく知っていた広瀬は、だからこそ働く者たちにはせめておいしいものを食べさせ、飲ま
せたい、という気持ちを強く持っていたようである。 
 
（３）住友と働く者 大鉑に込められた人々の想い 
はじめに、のところでも記したように、別子銅山記念館は閉山の 2 年後に開館した。記念館
内のロビー正面には、注連縄の藁で組み上げられた御神輿のようなものが展示されていて入館
者の目を引いている。この注連縄の中には前年度に採掘され、変形六角形に加工された最高品
位の鉑が納められている。毎年元旦に銅山の守護神である大山積神社に、山の繁栄とそこで働
く人々の安全を願って奉納されたという。神社に奉納した後、それは 20 キロ沖合の四阪島精錬
所へ運ばれ、仕事始めに溶鉱炉で溶かしたという。これを溶鉑式もしくは初吹きといった。 
現在別子銅山記念館のロビーに展示してあるものは昭和 48 年の最後の「大鉑」（実物、300
キロ）であった。奉納の際に斉唱されたのが次の「別子銅山大鉑の歌」である。 
１．今の旦那さんよ末代御座りや 鉑にや歩が増す人が増す 
２．飲めよ大黒歌えよ戎子 間で酌取れ福の神 
３．明けて目出たい始まる歳は 金場大鉑富士の山 
４．歳の始めに始まる月は 鉑の買始蔵開き 
５．旦那さんの盃山留中へ 貰て戴く大鉑会 
それぞれ１では住友家の繁栄、２は神への感謝、３ではその年の収穫を願う意味が込められ、
４では商売繁盛、５では従業員と住友家の連帯・主従関係の良好（ここでは「旦那さん」は住
友家当主のこと、「山留」は鉱夫頭のこと）が謳われている。最後の詩が「最も住友らしい」と
館長の田尾氏が付け加えた。 
 「大鉑」を奉納する際、同時に「小鉑」も作られ（記念館受付に実物が置かれていた）、旧年
中に住友家に納められ、正月の床飾りとなっていた。そして、今でも毎年かつて山で働いてい
た OB が住友家へ納めに行くという。 
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おわりに 
 
別子鉱山は江戸、明治、大正、昭和と四つの時代にわたって採掘が行われ、標高海抜マイナ
ス 1,000m まで掘り下げられた。しかし、そこまでいくと岩盤温度は 60 度にまで上昇、気圧の
増大によって坑道が時々崩壊する山はね現象がおきるようになった。そのため、これより下方
への採掘は安全の確保が難しいと判断され、昭和 48 年に閉山となる。282 年間という長期にわ
たり、たった一つの企業によって採掘が行われ続けたというのは世界にも例をみないという。
閉山までの総出鉱量は約 3,000 万トン（＝東京ドームが隙間なくぎっしり６個分だそうだ）、銅
回収量は 65 万トン（精錬後）に上った。 
 館内を見学しながら、館長の田尾氏から印象的な話を聞いた。現在でも住友に入社した社員
は入社間もなく、日浦から銅山峰までの道のりを歩くのが慣例であるという。 
標高 800m の日浦を出発地点とし、途中、別子山中にある円通寺出張所跡、小足谷地区の接
待館跡、醸造所跡、小学校跡、劇場跡といった、本論でも取り上げたかつての人々の生活圏を
たどり、さらに高橋地区の洋式製錬跡地とダイヤモンド水広場を通って、東延地区の標高 1100m
地点にある第一通洞の南口に到着、そこからさらに上へ進み、別子銅山の始まりである歓喜坑・
歓東坑に到達する。そこから牛車道をたどって銅山峰（1294m）まで、実に標高 500m、3.2 ㎞
の道のりを 2.5 時間かけて登るという。その後は、希望者のみで新居浜側へ北斜面を下ってい
くコースが続く。上部鉄道の出発地点である角石原を通り、2 時間で東平へ下りる。出発地の
日浦から換算すると休憩を入れて総行程 5.5 時間である。これは決して強制ではないが、入社
した社員、なかでも「ものづくり」に関連する住友企業の社員は、ほとんどが参加するという。
登山によって先人たちの苦労を感じてもらい、その経験を会社のなかで生かしてもらうことが
目的という。はたして、新入社員たちは、今は静かに自然に溶け込んだかつての採掘・運搬の
現場や人々の生活の跡を見ながら何を想うのであろうか、企業の原点や先人たちの歩みに思い
を馳せ、会社との次元を超えた一体感を感じるのであろうか。それは鉑に込められたかつての
人々の思いとどのくらい重なり合うのだろうか。 
 
 今回これを執筆するにあたって、案内・その後の問い合わせ等に対応いただいた別子銅山記
念館田尾館長はじめとする職員の皆様、地図を提供くださった新居浜市役所別子銅山文化遺産
課、また写真掲載を快く許可してくださった新居浜市役所運輸観光課の皆様にこの場を借りて
御礼申し上げます。 
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